
　「男は仕事、女は家庭」という考え方があります。最近では、頭の中では否
定的に考える人が多くなっているようです。しかし、実際のところはどうでし
ょうか。家庭において、女性は仕事のうえに家事一切をしているということが
当たり前になっていませんか。男性が家事を分担している場合でも、手伝って
やっているんだという意識はないでしょうか。また、働く場においても、補助
的な仕事を女性に割り当てたり、この仕事は女性には無理だと決めつけたりし
ていませんか。
　法律や制度面では男女平等が進んできた現在においても、まだ女性の役割、
男性の役割は、意識の中に深く根付いています。こうした固定的性別役割分業
意識は、女性のみならず男性の生き方を狭め、本当に豊かな生活を実現する妨
げになっています。真の男女平等を実現するためには、私たちの行動や意識は
もちろん、慣習までも変革していかなければなりません。
　そのためには、家庭や職場に限らず、社会のあらゆる分野において女性と男
性が対等なパートナーとして参画し、ともに責任を果たしていく必要がありま
す。「女性はこうあるべきだ」「男性はこうあるべきだ」という性別による固定
観念にとらわれず、自分らしく生きることができる社会を作っていくことが必
要です。


